
  

受験勉強の難しさは、 にあります。範囲が決まっている定期テストであれば、そこに集
中すればいいのですが、3年間の全ての範囲を 5教科勉強しないといけないことが受験生を苦しめます。勉強を
頑張りたい気持ちがあっても、その「やり方」が決まらなければ、時間ばかりが過ぎてしまい、効率も上がりま
せん。そこで提案したいのが を軸にした勉強の方法です。 
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 3 年間全ての学習範囲が出題される可能性があるため、

 
 過去問題を 10 年分解くとすると、上の図のようなイメージで、範囲が広がっていきます。学習しない範
囲も出てくる可能性がありますが、10年間出ていない問題に時間をかけるのは効率が良いとは言えません。  

ここで重要なのは「10 年分を 1 回解いて終わり」にするのではなく、 とい
うことです。おそらく、2回目 3回目と繰り返し解いても、わからない部分や間違う部分が出てきます。

ということになりますので、そこを重点的に復習することで克服で
きる可能性も高まります。また、やり直し用のノートを作成しておけば、入試のころには

が完成しているはずです。 
 また、学習の計画が立てやすいのも、過去問題を利用した学習の魅力の一つです。

 
 あとは、部活動等との兼ね合いも考慮し、自分の生活リズムに合わせて取り組んでいけば「何をしていい
かわからない」問題は解消できるはずです。 
絵やイラストのたくさん載ったテキストもお子様にとって魅力的だと思いますが、3 年間の学習内容をバ

ランスよく勉強でき、入試本番の対策もできる「公立高校入試の過去問題」を活用した学習方法はぜひおす
すめです。ご家庭でも話題にしていただけると幸いです。 


